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1.は じめに

行為を表わす動詞として 「する」、「やる」、「行な う」があげられる。三

つとも使用頻度の高い動詞である。ところが、使用頻度の高い語であれば

あるほど、外国人の日本語学習者にとって、その意味をとらえる難 しさが

大きくなるのである。とい うのは使用頻度の高い語は場面に応 じていろい

ろな意味にも使われ るし、表現意図に応 じていろいろな構文にも使われる

ので、意味的派生が多 くなり、それによる文の構成 も複雑になるからであ

る。 また、外国人の 日本語学習者は辞書にたよって学習 している人が多い

が、しか し、辞典ではその意味と用法について詳 しく説明するわけにはい

かないので、意味と用法の近い類義語になると一層難 しく感 じられるので

ある。そ うい う意味か ら筆者は本稿で日本語教育の視点から 「する」、「や

る」、「行な う」といった、常用で意味と用法がとらえに くい動詞をとりあ

げてそれぞれの意味や用法を考察 し、それ らの相違点を明らかに してみた

いと思 う。
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標題の動詞の意味、用法を考察す るため、関係の論文 と辞典を調べ、そ

の中から、代表的な用例を六十数例選び出 して、在中国日本学研究セソター

の 日本人教師7名 と北京外国語大学の 日本人留学生の3名 を対象としてア

ソケー トをした。その結果を整理すると、次表のようになる。次表中 「◎」

は全員が賛成、「○」は三分の二以上の人が賛成、「△」は三分の二以下、

半分以上の人が賛成、「口」は半分以下、三分の一以上の人が賛成、「×」

は三分の一未満、「#」 は全員否定であることを示す。

番号 用 例 す る や る 行 な う

1 運動(研究 ・勉強 ・授業 ・いたずら)を～。 0 0 0

2 クラス会(研 究会 ・結婚式 ・試合 ・講演会)を ～。 0 0 0

3 バ レー ボ ール(ゴ ル フ ・ トラソ プ)を ～ 。 ◎ 0 0

4 彼はいろんなことを～ たことがある。 0 0 D

5 彼女はいつもすきなことを～ 。 ◎ 0 △

6 あの人はどんなことでも～ 。 O O D

7 い う こ とはや さ しい が 、 ～ ことは 難 しい 。 0 0 0

8 これは～ ざるを得ないことです。 0 0 O

9 ～ だ け の こ とは ～ た 。 0 0 D

10 主 任(教 師 ・委 員 ・役 員 ・世 話役 ・相 手 ・百姓)を ～ 。 ◎ O X

11 店屋(魚 屋 ・商売 ・旅館)を ～ 。 0 0 口

12 期待(法 規)に 反～。 ◎ # #

13 あの二人は握手(を)～ て仲直りした。 ◎ x #

14 あの人は大学で外国語の勉強を～ている。 ◎ O 0

15 結婚(卒 業 ・信用)を ～。 O # x

16 注 意(心 配 ・ひ い き ・感 心)を ～ 。 0 # X

17 途中、十分間の休憩を～た。 ◎ # X

18 温泉地で一ケ月の休養を～た。 0 # x

19 あ くび(く しゃみ ・げ っぷ ・しゃ っ く り)を ～ 。 0 x #

20 君は骨折(火 傷)を ～ た経験があるか。 0 x #

21 かわいい顔を ～た赤ちゃん。 0 # #

22 彼女はとても澄んだ目を～ている。 0 # #

23 赤い屋根を～た建物。 0 # #

24 栓を～ た瓶。 O # #

25 贅沢な服装を～た貴婦人。 0 # #

26 金持ちのふりを～ているが実は文無しなのだ。 0 X x

27 穏やかな心を～ た人。 ◎ # #

28 犬が首輪を～ている。 0 X #
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29 とてもいいにおい(味)が ～ますね。 0 #i#

30 いい音(歌声・笛声・鳥の鳴き声)が ～ ます。 ◎ #i#

31 し・なづ ま(地 鳴 り)が ～ 。 0 #i#

32 めまい(痙 攣 ・悪寒 ・寒 け・吐 き気・胸 さわ ぎ・いや な予感)が ～ 。 O #i#

33 一個 千 円 も ～ 。 0 #i#

34 もう少し～たら医者がきます。 0 xix

35 新婚旅行はハワイに～ よう(う〉。 ◎ #i#

36 ぼくはうなぎに～ ます。 0 #i#

37 息子を大学に～ 。 # oi

38 この本を妹に～ 。 鉾 Oi#

39 来週 テ ス トを ～ よ。 0 oiX

40 よ く～ て い るね 。 △ OOIx

41 この給料じゃどうしても～ていけねえや。(作例) # OI#

42 一杯 ～ う。 # oi

43 あい つ を ～ ちま え。 鉾 OOI#

44 寝込みを～(ら)れ た。 # oi

45 契 約 を ～ 。 0 × ◎

46 任 務 を ～ 。 X × ◎

47 洗 濯(後 悔 ・は ち ま き・夕涼 み)を ～ 。 O #Ix

48 ど ろぼ うを ～ 。 0 △ ×

49 イ ソチキ を ～ 。 ◎ oiX

50 千円札を細かく～ 。 ◎ #i#

51 目を真赤に～て泣いている。 0 #i#

52 息子を医考に～。 OO #i#

53 患者に注射を～。 ◎ #Ix

54 彼女に電話を～。 0 XIX

55 先生は学生に本を読ませたり質問に答えさせたり～ ます。 0 #Ix

56 :と地…寸たりとも敵に侵犯させは～ない。 0 #i#

57 教室であてられは～ないかとひやひやしていた。 0 #i#

58 大学は商学部に～たい。 0 #i#

59 私たちはボートを借りることに～ た。 0 #i#

60 あ あ ～ て生 きてい く。 0 OIx

61 ど う～ た らも うか るか 。 0 ◎ ×

62 国会は議事堂で～れた。 X 　 o

63 この風習は今では世に～ れなくなった。 口 xIQo

表注)用 例は作例を除いて 『基礎日本語』(森 田良行)、『日英語比較』(安 田滋)、『する・

やるの使いわけ』(李 奇術)、『日本語教育辞典』(日本語教育学会)、 『例解新国語辞

典』(林 四郎ほか三名)か ら取ったものである。
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次に、まず意味から分析 して、それから構造的にも考えてみよう。

2.意 味的構文の特徴

(1)「 する」の特徴

「す る」は、動詞の中ではもちろん、 日本語全体の中でも最も基本的な

単語の一つである。その使用度数は多種の刊行物を対象 とする語彙調査で

は上位八位以内にあるのである。 「する」は他動詞である し、 自動詞でも

ある。状態をも表わせるし、行為、動作をも表わせる。意志的行為にもな

るし、無意志的行為にもなる。使用範囲は 「や る」「行な う」 よりず っと

広いわけである。以下に 「する」の意味的構文の特徴および 「や る」、「行

なう」との使いわけを考えてみよう。

<1>他 動詞 として意志的な行為を表わす場合

A.日 常の動作、行為、活動を表わす名詞を目的語(対 象語)と す る場合

① 運動(研 究、勉強、授業、いたずら)を する。 〈やる○ 行なう◎〉

② クラス会(研 究会、結婚式、試合、講演会)を する。

〈やる○ 行なう◎〉

③ バレーボール(ゴ ルフ、 トラソプ)を する。 〈やる◎ 行 なう○〉

①② ③の行為はいずれも意志的、具体的な行為 と活動を表わす ものであ

るか ら 「やる」、「行なう」で置き換えられるのである。ただし、「やる」、

「行なう」を使 うと、意味合いの違いは少 しで もある。これについては後

述する。
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B.き まった対象がなく、広 くてば くぜんとした ことを表わす場合

④ 彼はいろんなことを した ことがある。

⑤ 彼女はいつもす きなことをする。

⑥ あの人はどんなことでもす る。

〈や る○ 行な う△〉

〈や る○ 行なう△〉

〈や る◎ 行なう△〉

④ ⑤ ⑥ の対象がきまったことでなくなると、ことばがぞん ざいになるの

で、俗っぽい 「や る」がよく使われることになったのであろう。r行 なう」

は後述の意味的特徴によって絶対に使わないとは言えないが、ば くぜんと

したことにはあま り使わないようである。

C.「 何かをする」という意味での行為その ものを表わす場合

⑦ いうことは易 い ・が、することは難 しい。 〈やる○ 行 なう○〉

⑧ これはせざるを得ないことです。 〈やる○ 行な う○〉

⑨ するだけのことはした。 〈やる○ 行な う△〉

「何かをす る」とい う意味での行為そのものを表わ し、別に 目的語がない

場合、いずれも使えると思 う。ただ し意味上 と文体上の制限で 「行な う」

はときに使えない場合がある。

D.役 職や身分や役割を 目的語(対 象語)と した り、商売、企業などを目

的語(対 象語)と する場合

⑩ 主任(教 師、委員、役員、世話役、相手、百姓)を す る。

〈やる○ 行な う×〉
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⑪ 店 屋(魚 屋 、商売 、旅館)を す る。 〈や る○ 行 な う口 〉

⑩ ⑪ の 「する」は 「やる」で置 き換 えられるが、「行なう」で置 き換えら

れに くい。その原因は、「行な う」が後述のように 「役職、身分、役割」

などのような予定 した順序や筋道のないものを 目的語(対 象語)と しない

ことであろ う。 「商売、店屋、旅館」などは運営することがらに取 られる

ときもあるが、アソケー トによれば、やは り 「行な う」があまり使われな

いようである。

E.サ 変動詞の場合

⑫ 期待(法 規)に 反する。 〈や る#行 な う#〉

⑬ あの二人は握手(を)し て仲直 りした。 〈やる× 行な う#〉

⑭ あの人は大学で外国語の勉強を している。 〈やる○ 行 なう○〉

サ変動詞語幹につ く 「する」は接尾語のようなもので 「やる」、「行なう」

は接尾語の性質がないのである。また ⑫ か ら⑭ へ と、サ変動詞語幹 と

「する」 との熟合度が低 くなるにつれて、自立性の強い 「や る、行なう」

との置 き換 えが可能になって くる。⑭ の 「す る」は実際には 自立語の

「する」になっているのである。

F.抽 象的な行為、精神活動を表わす名詞を目的語(対 象語)と する場合

⑮ 結婚(卒 業、信用)を する。

⑯ 注意(心 配、ひいき、感心)を する。

〈や る#行 な う×〉

〈や る#行 な う×〉

一26一



王 鉄 橋

⑮ の 「結婚」などのような語は抽象度の高い名詞なので、具体的な動作、

行為を表わす 「やる」、「行な う」 との共起性が弱いと思われる。 しか し、

「結婚 ・卒業」のあとに 「式」のような接尾語がついた ら具体的な名詞に

なって、「やる」「行な う」が使われるようになる。⑯ の 「注意」などの

ような語は精神的な活動で内面的な心理や状態を表わす ものであるから、

行為を表わす 「やる」「行なう」で置き換えられないのである。

G.静 的な状態や行為を表わす名詞を目的語(対 象語)と す る場合

⑰ 途中、十分間の休憩を した。

⑱ 温泉地で一 ヶ月の休養を した。

〈や る#行 な う×〉

〈や る#行 な う×〉

「やる」「行な う」は動作性の強い動詞であり、とくに 「やる」は動的な

性質が強いので、静止 した状態あるいは行為を表わす場合には使われない

ようである。

〈2>他 動詞と して無意志的な行為を表わす場合

⑲ あ くび(く しゃみ、げ っぷ、 しゃ っ くり、 おな ら)を す る。

〈や る × 行 な う#〉

⑳ 君 は骨折(火 傷)を した経 験が あ るか。 〈や る × 行 な う#〉

⑲ は、いずれ も動作性の生理現象であ り、場合によって意志的な行為に

もなるが(例 えば 「わざとあ くびを して逃げようと思ったが…」)、 無意

志的な行為が普通である。⑳ は、傷害を受けた経験を問 う場合の無意志

的行為なので、意志動詞の 「やる」「行なう」で置 き換えられないのであ
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る 。

〈3>他 動詞として無意志的な状態を表わす場合

⑳ かわいい顔をした赤ちゃん 〈やる#行 なう#〉

⑳ 彼女はとても澄んだ 目を している。 〈やる#行 なう#〉

⑳ 赤い屋根をした建物 〈やる#行 なう#〉

⑳ 栓を した瓶 くやる#行 なう#〉

⑳ 贅沢な服装を した貴婦人 くやる#行 なう#〉

⑳ 金持ちのふ りをしているが、実は文無 しなのだ。

〈やる#行 なう#〉

⑳ 穏やかな心を した人 〈やる#行 なう#〉

⑳ 犬が首輪を している。 〈やる× 行なう#〉

⑳ ⑳ は人間の体あるいは体の一部の様子を表わ しているが、⑳ ⑳ は物の

状態を表わ している。⑳ か ら⑳ は主体の意志的な要素がはいっているが、

文脈的に分析すれば無意志的な表現で、状態を表わすのが原義であろうと

思 う。

以上見て きたように、他動詞としての 「する」は、同じように他動詞で

ある 「やる」「行な う」と意味的な違いがあるので、文脈によって 「やる ・

行な う」と置き換えられる時もある し、置き換えられない時もあることが

分る。次にあげる自動詞の例になると、いずれも置き換えられないものと

思われる。
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〈4>自 動詞 として使われる場合

⑳ とてもいいにおい(味)が しますね。 〈やる#行 なう#〉

⑳ いい音(歌 声、笛音、鳥の泣き声)が します。 〈やる#行 な う#〉

⑳ いなづま(地 鳴 り)が する。 〈やる#行 なう#〉

⑳ めまい(痙 攣、悪寒、寒け、吐 きけ、胸 さわ

ぎ、いやな予感)が する。 〈やる#行 な う#〉

⑳ 一個千円もする。 〈やる#行 な う#〉

⑳ もう少 しした ら医者が きます。 〈やる× 行な う×〉

⑳ 新婚旅行はハワイに しよう。 〈やる#行 なう#〉

⑳ ぼ くは うなぎに します。 〈やる#行 なう#〉

⑳ から⑳ は無意志的な感覚、自然現象と生理現象であ り、⑳ は 「値す る」

の意味であり、⑳ は時間の経過であ り、⑳ ⑳ は 厂選択」「決定」を表わ

す意志的な行為であるが、性質上か ら見れば、いずれも自動詞であるから、

「や る」「行 なう」で置き換 えられないのである。ただ し、⑭ は特定の文

脈では行為の 「やる」「行なう」で置き換えることが可能であるが、この

文の場合では置き換えられないと思 う。

以 一ヒ「する」に対する考察をまとめてみると、次の図のようになる(図

1参 照、真中の円は 「する」の意味範囲を示す)。

(図1) 自動詞的 他動詞的
状 態 性 動 作 性
無意識的 意 志 的

抽 口ぞ
ん

象語ざ
い

的的さ す

具文丁
一 一 一 一

る
体章重

的的さ
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(2)「 や る」の意味特徴

「やる」は 「する」の俗語だ とい う説があるが、以上の考察で分るよう

に、無意志的な状態や行為を表わす 「する」とは意味的に全然ちが う。例

えば、⑲ から⑭ までの例は全部 「やる」で置 き換えられない。意志的な

行為を表わす場合にも置 き換えられない例がある。例えば、⑮ ⑯ がそれ

である。 したが って、「やる」は 「する」の俗語だと説 明す るだけではす

むものではなかろ うと思 う。次に 「やる」の意味特徴を考察 してみ よう。

「やる」は、森 田良行氏の 『基礎 日本語』の記述によれば 「やる」を一

括 して 「あちら側へと進ませる意志的行為」と定義されている。歴史上の

「やる」をふ りかえてみると、確かにもともとの意味として物や人間をあ

ち らへ移動させた り派遣 した りする意味であった。 『例解古語辞典』r明

解古語辞典』を調べると、何れも第一義はその意味である。その例 として

『明け暮れ見慣れたるかぐや姫をや りては、いかが思ふべき」とある。こ

れは 厂やる」の基本的な特徴であると思 う。 しか し、何 とな くこれだけで

は現代語の 「やる」を説明 しにくいところがあるような気がする。上述の

意味で

⑳ 息子を大学にやる 〈や る#行 な う#〉

か ら、

⑳ この本を妹にやる。 〈やる#行 なう#〉

へと変わる過程を説明することができるが、「文学をやる」「一杯やろうか」

を説明する時に 「～に」格が設定されないとい う構文的説明だけでは理解

しにくいのではないかと思 う。
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この場合、意味論的にも説明せざるを得ないと思 う。 「やる」の意志的、

主観的な性質か ら派生 してきたのではないかと思 う。 「やる気満々」「や

る気がないものか」の 「やる」は 「する」で置き換えると感 じがちが うで

あろう。

次に 「す る」「行な う」に対する 「や る」の意味的特徴を筆者の考察に

よってあげてみ よう。

〈1>「 やる」は意志的動作、行為を表わす動詞で無意志的な動作、行

為、状態を表わ さない(図3参 照35頁)。 例えば、⑲卜 ○ の 「する」は、

いずれ も 「やる」で置き換えられない。

〈2>「 やる」の動作性が強い(図3参 照)。 ⑰ ⑱ に 「やる」が使えな

いのはそのような原因か らであると思 う。

〈3>「 やる」は具体性が強い。抽象語、精神活動を対象としないよう

である(図2参 照35頁)。 ⑮ ⑯ に 「や る」が使 えないのはそ うい うわけ

であろうと思 う。

〈4>「 や る」は 口語 的、ぞ んざいで あ る(図3参 照)。

⑳ 来週 テス トをや る よ。

⑳ よ くや ってい るね 。

〈する○ 行なう×〉

〈する△ 行なう×〉

⑳ は話 し言葉でぞんざいな言い方なので、口語にでも文章語にで もなる

「す る」は使えるが、文章語的な 「行な う」を使 うと不 自然 になる。⑳

は口語的である上に慣用的であるから 「行な う」が使えない し、「する」
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も 使 い に くい 。

〈5>

参 照)。

「や る」は 、「行 な う ・す る」 よ り俗語的 、意欲 的で あ る(図3

⑳ この給料 じゃ、どうしてもやっていけね えや。 〈する#行 な う#〉

⑫ 一杯やろう。 〈する#行 な う#〉

⑬ あいつをや っちまえ。 〈する#行 なう#〉

⑳ 寝込みをやられた。 〈する#行 なう#〉

⑳ ⑫ は俗 っぽ くて方言の 「食べる ・食 う」の意味もあるか ら 「する ・行

なう」が使えないのであろう。一方、⑫ ～ ⑭ は俗語的で慣用的なもので、

また意味的な派生があるので 「する 。行なう」で置き換えられないのであ

ろう。

〈6>「 やる」は独立性が強い。接尾語的、形式的な使い方はあまりな

いようである(図4参 照)。⑫ ⑬ には使われないのもそのためであろう。

(3)「 行 な う」の特徴

「行な う」については、現代 日本語の辞書にほとんど、ほぼ同じような

説明がついている。例えば 『三省堂国語辞典』には 「〔決められた順序、

計画などにしたがって〕物事をする」 とある。ところが、現代語の意味が

多少 とも古語 とつながっているという通時的な考え方によって手元にある

古語辞典を二、三冊調べた。それにも 「一定の手順を踏んで、あるいは作

法 どお りに事をする」(例 解古語辞典)、 「物事を一定の方式に したがって

一32一



王 鉄 橋

処理する」(広 辞苑)と 書いてある。r新 明解古語辞典』 と 『学研古語辞

典』には、ただ 厂する ・なす」とは書いてあるが、例はそ うい う意味に合

うものが出 してある。 また、『源氏物語大成索引』を用いて、『源氏物語』

に出て きた 厂行 なふ」40例 を調べたら、三分の二 ぐらいの例は形式ば
っ

た事柄或いは仏事を対象語 としているものであることが分った。そのほか

に別の意味 もあるが、多 くはすたれた り、かわった りして、この基本語義

だけがほとんど変わ らずに残ってきたのである。

現代語としては35と39ペ ージの図2、3、4の よ うに意味づけができ

るかど うか、またアソケー トを見てみ よう。

アソケー ト表 に示 したように、① ② ③ ⑦ ⑧ ⑭ に 「や る」、「す る」 と

置き換えられるようになっているが、意味的にも文体的にも差異があるも

のである(図2,3,4参 照)。 次に 「行なう」の特徴をあげてみよう
.。

〈1>「 行なう」は 「何をする」の意味で、意志的な行為であると同時に

意識的にある形式や慣例にしたがって、あることをす る行為である。例え

ば、① ② では 「やる」よ り 「行な う」を使 う方がより自然であろう。そ

れは 「会議」「授業」は きまった形式や手順がある行為だか らである。ま

た ③ ⑦ ⑧ のように 「行なう」を使 うと形式ばった感 じがでてくる。

〈2>「 行な う」は 「する」、「やる」より文章語的で丁重な表現によく使

われる。例えば、⑳ ⑳ の場合、「する」「やる」が使える口語文には、「行

なう」が使われ ると不自然に思われるであろう。

〈3>「 行なう」はまた 「実行する」、厂実施する」、「行使する」、「果たす」

の意味があるので、この場合 「する」、「やる」で置 き換 えられない。例え

ば



「す る 。や る ・行な う」についての構文的分析 一 意味 と用法 について 一

⑮ 契約を行なう。

⑯ 任務を行なう。

〈す る○ や る ×〉

〈す る × や る ×〉

⑮ の例には 「す る」が使えて も意味がちがっていて 「契約を結ぶ」 とい

う意味になる。

〈4>「 行な う」は事柄(筋 道や順序のある事柄)を 目的語(対 象語)と

するのが多いようであり、例えば ① ② ③ の目的語がそれである。手順の

ない動作や物が 目的語になりにくい。例えば

@洗 濯(後 悔 ・はちまき ・夕涼み)を する。 〈やる#行 なう×〉

〈5>「 行なう」は公然とした行為を表わす場合が多 く、 こっそ りと、人

に見 られたくないことを 目的語(対 象語)と す ることが少ないようである。

⑱ どろぼ うをする。

⑲ イソチキをす る。

〈やる△ 行な う×〉

〈やる○ 行な う×〉

(4)ま とめ

〈1>「 する」の意味範囲が広いが、「やる」「行な う」の意味範囲はやや

狭い。また、「す る」は具体的),rも抽象的にも使われるが、「行 なう」「や

る」は具体性が強いので、あまり抽象的にはつかわれない(図3)。

〈2>「 す る」は状 態性 もあれば 、動作 性 もあ る。 「す る」、 「行 な う」、
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「やる」の順で動作性が強 くなる(図2)。

〈3>「 する」は意志的にも無意志的にも使えるが、「やる」、「行な う」

は意志的に しか使えない(図2)。

<4>「 する」は一般的な文体で 口語にも文章にも使われる。 「やる」は

俗 っぽい口語的なことばである(図2)。

(図2)(図3)
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3.構 造的構文の特徴

三つの動詞の意味的構文の特徴を分析 してきたが、次にこの三つの動詞

の構造的構文の特徴を考察 してみ よう。

(1)「 す る」の特徴

<1>一{1職 軋}嫺
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の場合

⑳ 千円札を細かくする。

⑪ 目を真赤に して泣いている。

⑫ 息子を医者にする。

〈や る#行 な う#〉

〈や る#行 な う#〉

〈や る#行 な う#〉

⑳ か ら⑳ は 「やる」「行な うJで 置 き換 えられない。その原因として、

「や る」、「行な う」は実際の動作、行為を表わ し、独立 した性質があるの

に対 して 「する」は抽象的動作にもなることがあ り、形式的、補助的に使

われ ることがあるか らであろう。形式的、補助的に使われる場 合、前の

「…に(く)」 と一緒に一つの行為となると見ていいのではないか と思 う。

〈2>「 ……に(動 作性を持つ名詞)を する」の場合

⑱ 患者に注射をす る。

⑭ 彼女に電話をする。

〈や る#行 な う×〉

〈や る × 行 な う#〉

これ も 「する」の形式性、補助性による現象であろう。動作の成立は 目的

語によってきまるので あり、「する」はただ形式的、補助的な作用を して

いるのであろ う。⑭ の 「電話」は 「通話」の意で あ り、単なる名詞では

な く、動作性の強いものである。

<3>「 … … た り ・… ・・た り す る 」 の 場 合

⑮ 先生は学生に本を読 ませた り,質 問に答えさせた りします。

〈やる#行 なう×〉
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この場合の 「する」も形式的、補助的なものなので 「やる」「行な う」で

置き換えられないものであると思 う。

〈4>「 動詞連用形+は(も)+し ない」の場合

曾 土m寸 た りとも敵に侵犯させは しない。 〈やる#

⑰ 教室であてられはしないかとひやひや していた。

〈やる#

行なう#〉

行なう#〉

〈5>「 … … は …… にす る」の場 合

曾 大学は商学部にしたい。

O私 たちはボー トを借 りることにする。

〈やる#行 なう牲〉

〈やる#行 なう#〉

〈6>謙 譲表現 「お～する」の 「する」は 「や る」「行 なう」で置 き換

えられない。

〈7>慣 用表現の 「手にす る」、「耳にする」「口にす る」の 「する」も

「やる」「行なう」で置き換えられない。

〈2)「 や る」の特徴

〈1>「 ……を(場 所 ・人 ・動物)に やる」の場合、例えば ⑳ ⑳ の 「や

る」は 「する」「行な う」で置 き換えられない。それは 「やる」の移動性、

方向性があるからであろ う。
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〈2>「(こ ・そ ・あ)ど うや って(た ら)… …」 の場 合

⑳ ああやって生 きてい く。

⑪ どうやった らもうかるか。

〈する○ 行 なう×〉

〈する○ 行 なう×〉

「する」よ りくだけた言い方である。この場合の 「や る」は ごく少ない特

例 として 「こそあど」の副詞 と結合 して形式化 したものにな ったので、

「する」は使 えても 「行なう」では置 き換えられない面白い現象である。

(3)「 行 な う」の特徴

「行なう」の主体は大勢の人 となる場合が多い。その行為は公然 とした、

公的な活動が多いので、目的語 となる事柄 と行為そのものが強調 され るこ

とがよくある。よく受身形にしてでて くることはそのあらわれである。

⑫ 国会が議事堂で行なわれた。 〈やる口 する×〉

㊥ この風習は今では世に行なわれなくなった。 〈やる× する口〉

この場合、「やる」 「する」で置き換 えると動作主と動作の受け 主が強調

され、また私的な傾向が強 くなるので不 自然である。たとえ置き換えられ

たとしても意味合いが変わってくると思う。例えば 「結婚式が行なわれた」

の文 を 「結婚式がやられた」と言ったら、「不本意ながら結婚式が挙行 さ

れた」或いは 「この結婚式は誰かに干渉されて(何 か事情があって)取 り

消 された」 とい う意味になるのであろう。
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(4)ま と め

〈1>「 する」は実体的にも形式的にも使われるが、「行な う」「やる」は

あま り形式的に使われない(図4参 照)。

〈2>「 する」は補助性があるのに対 し、「行な う」「や る」は独立性が強

いものである(図4参 照)。

〈3>「 する」は公的にも私的に もなる行為であるが、「やる」は私的な

傾向が強いのに対 し、「行なう」は公的な傾向が強い(図4参 照)。

また、「する」と 「行なう」が方向性、移動性に乏 しい動詞であるのに

対 し、「やる」が基本意義 として方向性、移動性のある動詞であるとい う

点を、補足として指摘 しておきたい。

(図4)
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4.終 りに

以上 「する」「やる」「行な う」の意味的、構文的特徴を分析 してその意

味的構造の解明を しようと努めてきたが、結局、概略的な分析に とどまる

羽 目になったと思 う。特に 「する」の性格を十分に明確にするにはさらに

深 くかつ広範囲な研究が必要であると思 う。本稿はただ 「する」、「やる」、

「行な う」とい う中国人の日本語学習者に混用 されやすい基本語の意味特

徴を紹介 しただけで、 日本語教育に即 した語彙研究を期待 してい るもので

ある。本稿が、もし日本語学習者や日本語教育者 ・研究者にいささかでも

役に立てば幸甚に思 う。

本稿を作成するにあたってご教示をくださった先生方 とご協力 くださっ

た方々に深 くお礼を申し上げる次第である。
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